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「大学ロボコン」プロジェクト実施状況 

 

■ 4 月 4日新入生オリエンテーションでのメンバー勧誘 

 黒田講堂にて行われた工学部対象の新入生オリエンテーションにて，ロボコン活動に関してプレゼ

ンテーションを行った（図１）．ロボコンチームが 15 分程度，説明を行った． 2018 年度 NHK 大学

ロボコンのため製作したロボットの実演と，パワーポイントを使用した発表を行った． 

(要変更) 

図１ 新入生オリエンテーションにおけるロボコン活動の説明 

 

■ NHK 学生ロボコン大会結果 

 6 月 10 日（日）に大田区総合体育センターにて学生ロボコン 2018 が開催された．3 チームによる予

選リーグを行い，8 チームが決勝トーナメントに進める． 

 平木和利（チームリーダー，機械知能システム工学科 4 年），浅井彪牙（同学科 4 年），三輪尚矢（同

学科 2 年），およびサポート役のピットクルーとして清水貴哉（電気電子システム工学科 4 年），西村理

来（同学科 3 年），長屋祐希（同学科 3 年）の構成で競技に臨んだ．予選リーグで豊橋技術科学大学・新

潟大学と同グループとなり，奮闘したものの決勝トーナメント進出は叶わなかった．同じリーグの豊橋

技術科学大学が準優勝となった．優勝は東京大学であった．参加学生は苦くもあるが，上位進出チームの

高度な技術・知識のみならず目標設定の仕方などに間近で接して良い経験を積んだようである． 

   
図 2 製作したロボットと応援団 



■ 新メンバーの加入とメンバーの構成 

 新メンバーを含めたメンバー構成を以下にまとめる．総勢 24 名となった．  

〈B3〉: 長屋 祐希 西村 理来 小林 由実 松田 勢竜 水谷 勇斗 須原 廉平 

（B2）: 高柳 裕紀 川崎 暉留 川瀬 修平 辻村 明日風 三輪 尚矢 安田 開斗 

〈B1〉: 
西村 廉 高橋 泰斗 柳原 壮一郎 田中 木介 奥村 魁 堀内 竣介 

今井 健太 野口 宙 山口 賢一 水浦 颯太 杉山 義紀 藤井 佳樹 

アドバイザー教員 

保田俊行，関本昌紘，太田俊介，笹木 亮（機械知能），戸田英樹（電気電子） 

 

■ 第 18回レスキューロボットコンテスト出場 

 レスキューロボットコンテストはレスキューを題材にしたロボコンであり，創造性の育成に加えて

災害救助や防災・減災についての啓蒙を目的としている．富ロボレスキューというチーム名でエント

リーし，NHK ロボコンなどで培った空気圧によるレスキューロボットを作成した．6 月 24 日に神戸

ポートアシストで予選が行われ，特にアイディアが評価されて本選出場権を得た．8 月 11 日の神戸

サンボーホールでの本選に参加した．思うようなレスキュー活動を行うことはできずポイントでの上

位進出には至らなかったが，アイディア賞を受賞した． 

   
図 3 製作したロボットと控室での様子 

 

■ 8 月 3，4日オープンキャンパスでのデモンストレーション 

 2018 年度のオープンキャンパスにて，総合教育研究棟 1F ロッジアと創造工学センターで高校生

を対象にしたロボコン活動のプレゼンテーションを行った（図 4）．NHK ロボコン参加のために作成

したロボットの実機や，ロボットの機能を判り易く示す機器等を展示し，ロボコンプロジェクトの取

り組みについて紹介した．多くの来場者があり，概ね好評であった． 

   （要変更） 

図 4 オープンキャンパスの展示のようす 



■ 9 月 8日とうロボ 2018 出場 

 名古屋工業大学体育館において「とうロボ（東海地区交流ロボコン）2018」が開催され，富山大から 2

チームが出場した．「とうロボ」は，東海地区の大学ロボコンチームの学生達が毎年協力して企画，運営

しているロボコン大会であり，地区内企業からのスポンサーシップも獲得している．本大会には企画，運

営にも参画した．（他に愛知工科大学，岐阜大学，東京工業大学，東京工科大学，豊田工業大学，豊橋技

術科学大学，長岡技術科学大学，名古屋工業大学，三重大学が参加） 

（ルール概要）「ダンボールタワーバトル」 

  赤対青に分かれての対戦形式で，ロボットがオブジェクトの回収・積み上げを行う．作るロボット

は全自動または手動・自動切り替え可能なもの 1 台．スラロームを越えた先に 2 種類のオブジェクト

A・B があり，それを組立台上に積み上げる．積み上げたオブジェクトが 4 段以上となり，最上段がオ

ブジェクト B であれば「V ゴール」で勝利．試合は最長 3 分間． 

予選リーグの結果は両チームともに 2 戦中 1 勝 1敗で，残念ながら決勝トーナメントに勧めなかった．

技術交流会では他大学のロボットの工夫や技術を学び，ロボット作りのための新たな知識・ヒントを得

るとともに，改善すべき課題を明確に知ることができた．  

 

■ 9 月 24 日 理工ジョイントフェスタ－夢大学 in工学部 2018 でのデモンストレーション 

9 月 24 日に開催された富山大学 理工ジョイントフェスタ－夢大学 in 工学部 2017 において，子供た

ちを対象にラジコンやロボットの操縦体験を行なった．また，各ロボコンで使用したロボットを展示し

た（図 5）．多くの来場者があり，大変盛況であった． 

   
図 5 夢大学 in 工学部 2018 のようす 

 

■ 11 月 25 日 中学校ロボコンのボランティア 

第 15 回とやま OPEN 中学生ロボ魂(第 15 回 富山県中学校ロボットコンテスト)に運営協力のため参

加した（図 6）．副審や記録などを担当した． 

     （要変更） 

図 6 中学校ロボコンのようす 



■ NHK ロボコン書類審査における申請資料の提出および結果通知(通過) 

 NHK ロボコン 2018（ABU アジア・太平洋ロボコン代表選考会）のエントリーシートの作成し提出し

た．メンバー全員で内容を検討した．チーム名を「TomiRobo」とした． 

11 月 27 日に「書類審査通過」をメールにて受け取った．これにより応募した全ての年で書類審査通過

となった． 

 

（NHK ロボコン 2019 のルール概要） 

「グレート・ウルトゥー」： 

かつてモンゴルの遊牧民たちがより遠くの土地により早く情報を伝えるために作り上げた「馬による

駅伝メッセンジャーシステム」がモチーフになっている．ウルトゥーという中継点で通行証・ゲルゲを提

示することで通行が許可され，乗り換えができる．また，シャガイと呼ばれるサイコロのようなものを投

げて運試しを行うモンゴル文化も競技に込められている． 

本年度の競技課題で製作するロボットは 2 台である．手動または自動のメッセンジャーロボット 1 は

移動してもう一方のロボットにゲルゲを託すほか，シャガイの投擲も行う．メッセンジャーロボット 2 は

四脚の自動ロボットである．図 7 に示すフィールドにおいて，2 台のロボットが駅競走を行う．まずは，

ロボット 1 がウルトゥーまで移動する．ゲルゲ受け渡し後にロボット 2 は障害を乗り越えながら山のふ

もとまで移動する．そして，ロボット 1 が投げたシャガイの目が狙い通りになった後，ロボット 2 が山

頂に登ってゲルゲを掲げる「ウーハイ」達成で勝利．試合は赤と青に分かれての対戦形式，時間は最長３

分間．なお NHK ロボコンの通過プロセスは書類審査⇒第 1 次ビデオ審査⇒第 2 次ビデオ審査（最終）⇒

本大会出場⇒優勝すれば ABU ロボコン（世界大会）出場となる． 

 

 

図 7 競技コースの模式図 

 

■ NHK 学生ロボコン第１次ビデオ審査における申請資料の提出および結果通知（通過） 

 年が明けに第 1 次ビデオ審査用の資料を提出した．資料は印刷物と 3 分間のロボットデモンストレー

ション動画ファイルからなる（図 8）． 

 



（要変更） 

図 8 製作したロボットの実技試験のようす 

 

1 月 30 日に NHK 大学ロボコン事務局から「第１次ビデオ審査通過」の連絡を受け取った．昨年度に続き

連続で第一次ビデオ審査を通過することができた．第 2 次ビデオ審査が最終の審査となり，これを通過

すれば本大会出場となる． 

 

■ 第 19 回レスキューロボットコンテストにおける応募資料の提出および結果通知(通過) 

 第19回レスキューロボットコンテストの応募書類の作成し提出した．メンバー全員で内容を検討した．

チーム名を「富ロボレスキュー」とした． 

 2 月 25 日に「書類審査通過」をメールにて受け取った．機器の貸与，およびチームサポート（5 万円）を

受けるチームに選抜された． 

  

■ 今後の活動 

NHK ロボコンの最終審査である第 2 次ビデオ審査（4 月上旬締切）に向けた準備を進めていく．歩行

の精度を上げ，かつ動作時間を短縮する改良に取り組んでいく． 

レスキューロボットコンテストの参加メンバーは，遠隔通信の理解を深めるために貸与機器利用の講

習会（3 月，東京）に参加する予定である．予選（7 月，東京）突破・本選（8 月，神戸）進出に向け，

ロボットの製作に励んでいる． 

 

 

文責：保田，戸田，関本，太田，笹木 


